
H2７年度核物理研究センター

【第１部】安全衛生講習会

【第２部】放射性同位元素等取扱者教育訓練

201５年4月3日（金） 1３:30 ～ 1６:３0

＠研究本館６階大講義室



プログラム

【第１部】 安全衛生講習会

1３:３０ １．安全訓示 中野センター長

13:40 ２．安全衛生全般と緊急時の対応 福田

14:00 ３．電気・高圧ガス・酸欠について 伊藤（OGFA）、吉田

14:20 ４．薬品の取扱いについて 安田

14:40 ５．電離則とエックス線障害予防規程 鈴木

１５：００ （理解度チェックテスト・休憩）

【第２部】 放射性同位元素等取扱者教育訓練

※放射線業務従事者のみ

1５：２０ 放射線発生装置、放射性同位元素 鈴木（放射線取扱
主任者）

１６：３０ （理解度チェックテスト・終了）



２．安全衛生全般と緊急時の対応

福田 光宏

（RCNP安全衛生委員会・安全衛生管理室）



２．安全衛生全般と緊急時の対応

内 容

１．事故事例に学ぶ安全の教訓

２．加速器施設の安全対策

３．安全衛生トピックス

４．緊急時・非常時のときには・・・



１．事故事例に学ぶ
安全の教訓



学内における事故・ヒヤリハット報告
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学内の事故事例





H26年度の事故・ヒヤリハット＠RCNP

4月 ①分電盤漏電＠東実験室

②ステップでの転倒＠AVF棟玄関

6月 ③コンセント焼損＠西実験室

④NFBスイッチ誤操作＠地下共同構

9月 ⑤汚染検査異常未報告＠汚染検査室

11月 ⑥自動車追突事故＠正門付近

⑦アライグマ出没＠AVF棟玄関前

⑧自転車転倒事故＠接合研前

12月 ⑨浄化槽配管損傷＠宿舎

2月 ⑩倒木＠宿舎

3月 ⑪疲労による負傷



モノシラン爆発事故＠阪大基礎工（1991年10月2日）



モノシラン爆発事故の概要

●発生日時： 1991年10月2日16時頃
●場所： 大阪大学基礎工学部研究室
●発生状況： プラズマCVD装置で半導体試作実験中にモノシラン（SiH4）

ガスに亜酸化窒素ガスが混合して爆発。学生2名死亡、5名負傷。さら
に、都市ガスや有機溶剤に引火し、火災発生。4教室焼失して1時間
後に鎮火。

●原因： 亜酸化水素ガスの窒素パージ
配管に取り付けられていた逆止弁
のOリングが劣化し、亜酸化窒素
ガスがモノシランガス側に逆流して
混合

●モノシランガス爆発範囲： 1～98％
［参考］水素ガスの爆発範囲
空気との混合比が4～75％



２．加速器施設の
安全対策

－CERN＆PSIの例－



CERNでの安全教育の流れ
第2回加速器施設安全シンポジウム（2015年3月6日＠JAEA東海）より





PSIでの安全審査の流れ
第2回加速器施設安全シンポジウム（2015年3月6日＠JAEA東海）より



３．安全衛生トピックス



H26年度の主な出来事＠ＲＣＮＰ
※放射線・薬品管理等は除く

4月 本館の耐震改修工事が完了し、新居へ引っ越し

安全衛生講習会＆放射性同位元素等取扱教育訓練実施

6月 外国人を対象とした安全衛生講習会＆放射性同位元素
等取扱教育訓練を実施

安全審査会開催（水素・酸素ガス固化装置）

8月 運転責任者・放射線取扱主任者の新携帯電話運用開始

停電時に避難路がわかるように蓄光材を貼付整備

9月 防災訓練（茨木市消防署と合同で実施）

10月 高圧ガス管理システムOGCSの仮運用開始

3月 高濃度PCB廃棄物（安定器）の廃棄準備完了【廃棄処理
の期限：Ｈ34年3月31日】



茨木市消防署との合同防災訓練

●避難訓練と消防署によるレスキュー訓練への協力
・大地震を想定した避難訓練
・訓練のシナリオをできるだけ伏せて実施
・負傷者の情報もレスキュー隊には知らせず
・訓練風景をビデオ撮影し、後で検証して教訓を次に活かす



停電時の避難路の表示を見易く改善

●避難路がすぐにわかるように、蓄光材を用いて視認性を向上
・床上に矢印
・階段の縁に沿ってテープを貼付

リング本体室、西実験室、東実験室、中性子実験室
※蓄光条件にも依るが、10～20分は視認可能

中性子実験室の階段



パトランプの色と注意喚起の種別

色

対象物 放射線
高電圧
高電流
高磁場

酸欠 レーザー

メッセージ

（法令により）
立ち入るな！

近寄るな！ 立ち入るな！
（死亡の恐れ）

立ち入るな！
（死なないけれ
どけがくらいは
する。）

その他の色は自由に使って良いが、危険の合図のみに限定する

・パトランプの点灯は、何かの危険を表示する目的に使用するものとする
・危険を伴わない表示は常時点灯とし、点滅・回転しない表示灯を使用すること



2017年4月からキャンパス内全面禁煙
（平成29年4月から）



Ｈ２７年４月１日からRCNP敷地内は全面禁煙

×

×



「茨木市路上喫煙の防止に関する条例」

※北門の外側付近での路上喫煙はご遠慮下さい



「吹田市環境美化に関する条例」の改正



安全衛生管理部巡視員による定期巡視

●部局での自主的な安全巡視
・輪番で日常の安全衛生点検を実施
→ チェックシートへの記入



４月の安全衛生テーマ



安全チェックシートについて
●部局での自主的な安全巡視
・輪番で日常点検を実施→ チェックシートへの記入



安全衛生管理室ホームページ
http://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/Divisions/safety/index.html

安全に関する
最新情報は
ホームペー
ジで入手



お気づきの点、ご意見・
ご要望などがありました
ら、安全衛生管理室や各
安全担当者までお知らせ

下さい

安全ガイドブック

※随時、更新していきます



H27年度安全担当者
作業内容 担当者

放射線、
核燃料物質

鈴木 智和
（放射線取扱主任者、
計量管理責任者）

嶋 達志（主任者補佐）

依田 哲彦（主任者補佐）

化学薬品

阿野 真治（全般、排水管理責
任者）

安田 裕介（加速器、OCCS管
理、薬品購入窓口）

吉田 英智（実験系）

高圧ガス

依田 哲彦

阿野 真治（高圧ガス責任者、
ガス購入窓口）

吉田 英智（OGCS管理）

高圧ガス製
造保安技術
管理者

民井 淳

電気

福田 光宏（責任者）

安田 裕介（加速器）

鈴木 智和（実験系）

クレーン
福田 光宏

阿野 真治

フォークリフト
井手口 栄治

阿野 真治

機械工作
高久 圭二

木林 満

溶接 木林 満

レーザー 堀田 智明

酸素欠乏
井手口 栄治

吉田 英智

廃棄物管理責任者
＆廃液管理責任者

高久 圭二



４．緊急時・非常時の

ときには・・・



火災
事故など

Fire, 
Accident 

etc.  !!

ケガ
病気など
Injury, 
Illness 
etc.  !!

消防署／救急車
Fire station/Ambulance
内線ext. 119 or 0-119
携帯mobile 119

【センター長】
Director

中野 Nakano
内線 ext. 8938, 8900

【防火管理者】
Fire Prevention 

Supervisor
野海 Noumi

内線 ext. 8933

【事務長】
Office Manager
増田 Masuda
内線 ext. 8901

保健センター Health Administra-
tion Center 内線 ext. 8970

友紘会総合病院 YUKOUKAI 
General Hospital
内線 ext. 0-072-641-2488

緊急時の連絡体制
Emergency Contact Details

※心肺蘇生法とAED（自動体外式除細動器）を使用した救命をお願いします
（AEDはAVF棟玄関に設置しています）

OGFA、SAS

【放射線取扱主任者】
Radiation Protection 

Supervisor
鈴木 Suzuki

080-4860-7121
内線 ext. 8832, 8830

【運転責任者】
Accelerator Operation 

Supervisor
Main： 080-4860-3424
Sub : 080-4860-3639

オペレーター
Operator 

８８８８

発見者
Witness



火災・爆発が発生したら・・・

（１）周囲に知らせる
・発見者は火災報知機をならし、大声で付近の人に知らせる

（２）通報する
・直ちに火災発生を緊急連絡先（内線８８８８）に通報する
・消防署（内線11９）に直接電話をしても構わない
・通報の際には・・・落ち着いて、以下の情報をお知らせ下さい

※通常は、消防署から順次質問されますので、的確に答えて下さい
①「火事」であること
②発生場所（大阪大学核物理研究センターの○△棟□○室など）
③状況（何が燃えているかなど）
④連絡先（通報者の名前と電話番号など）を。

（３）初期消火
・可能な限り、近辺にある消火器等を用いて初期消火に努める
・危険を伴う場合や消火が困難と判断される場合には、速やかにその場を離れ
て安全な場所へ避難し、消防署の到着を待つ



地震が発生したら・・・

（１）緊急地震速報が流れたら・・・・
・放送が流れてから地震の強い揺れが来るまで数秒から数十秒
・まわりの人に声をかけながら、周囲の状況に応じて、あわてず
に、まず身の安全を確保してください。

（２）地震が発生したときには・・・
・大型地震が発生し、建屋、機器の倒壊等の被害により二次災
害が予想されるときは、ガス、電源、ポンプ、空調等を速やか
に停止・遮断
・ガス、電気については、できるだけ供給源に近いところで遮断

（３）加速器・測定器の停止

・直ちに運転を停止し、安全を確認

・緊急の際は全停止ボタンにより全装置を停止



避難場所 Evacuation

AVFサイクロトロン棟前の駐車場
Please evacuate to the parking area

リングサイクロトロン棟

ＡＶＦサイクロトロン棟

ＲＩ棟

宿舎

熱源棟

本館

ＨＤ棟



救急処置が必要になったら・・・

（１）心肺蘇生とAED
・大声で周辺の人に助けを求め、本館玄関またはAVFサイク
ロトロン棟玄関に備えてあるAEDを持ってくるよう依頼する
・AEDが届くまで、可能な限り心肺蘇生法により救命に努める

本館玄関ホールのAED
AVF棟玄関のAED



救急蘇生法について
http://www.info.pmda.go.jp/mdevices/file/md2011-111031005-1.pdf#search='AED

吹田キャンパス内の
AED設置場所



近隣の医療施設

① 友絋会総合病院

② 大阪大学保健センター
吹田分室

③ 大阪府済生会 茨木病院

④ 大阪府済生会 千里病院

⑤ 坂口眼科医院

※救急外来

・緊急を要する場合には、救急車（内線119）を呼ぶ
・必要に応じて、医療機関へ連絡



おしまい

身近で、管理下にない物質を見つけましたら、
安全担当者や庶務係までお知らせ下さい。
・核燃料物質
・放射性同位元素
・薬品、毒物・劇物、麻薬、向精神薬ほか
・中身がわからない物質、
・所有者が不明な物質、不審なもの
などなど


